
令和４年度       自己評価結果公表シート

                              金岡二葉幼稚園

１．本園の教育目標・方針

幼児期は、人格形成・生きる力の基礎を培う最も大切な時期です。一人一人の発達段階と

特性に応じ幼児期にふさわしい環境の中で幅広い遊び体験をし、「楽しく・明るく・たくま

しく」をモットーに「生きる力」を身に付け養います。

●挨拶ができる・素直な心・創造性を豊かに

●自立と協調性・思いやりの心・自然や社会の興味関心

●よく遊ぶ・よく考えて行動する・最後までやり遂げる力

２．本年度の重点的に取り組む目標

１．成長段階に沿った絵画活動を大切にし、子ども達の主体性を育てる。

２．就学に向けてスムーズな接続をする。

３．子ども達にとっての環境を考える。

３．評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目     取り組み内容と状況

1.絵画制作を通じ
て子どもが

主体的・自発

的深い学が

出来る保育

に取り組む

4.5

◆講師の先生を招き、子どもの成長段階を大切にした絵画活

動について学び、子どもの心が躍動し、主体的に活動でき

る保育内容に取り組む。

◆子どもが表現しやすい用具の見直しをする。



  

         

十分に達成できている   ５

達成できている ４   

概ね達成できている   ３

取り組みが十分でない   ２

取り組みが不十分である   １

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

今年度の取り組みは、とても大切な内容である。令和 3年度では、少しずつ
取り組んではきたが、今後も持続的に取り組み、教職員の自主性を大切に工

夫した保育を継続する必要である。

また、小学校との連携の中で公開保育をおこない実りあるご意見を頂き幼稚

園の今後の課題を見つけたり取り組むことが出来ると良い。

２．幼小のスムーズ

な接続を考える。

4.0

◆各学年、段階を踏んだ保育活動を考え、小学校への円滑な

接続をおこなう事をねらいとした保育に取り組めるよう

にリーダーを中心とし研究する。

◆教育アドバイザーの先生のご指導を頂き、公開保育を実施

して、小学校、学校評価委員の先生方のご意見をいただき

質の高い保育を子ども達へ提供する。

◆他園の園長先生、小学校の先生、学校関係者評価委員を迎

え公開保育をおこなった。

３．保育室の環境整

備

4.5

◆一部の保育室の子どものロッカーを子どもが使いやすい

ものに改修する。

◆安全のために壁面や掲示物を押しピンを使わずに掲示で

きるようにマグネット式に改修を行う

◆ホール内の夏の直射日光を避けるため、壁面シートを貼

る。



５．今後取り組むべき課題

６．学校関係者評価 開催日 令和５年４月１５日（土）  

   今年度の重点目標に基づいて教職員全員が積極的にそれぞれの立場や、役割を

考えて協力し合い取り組んでいることが確認できた。特に保育参加は、保護者と教員、

幼稚園の信頼関係を築くことが出来る取り組みと思われる。今年度の取り組みを

令和 5年度以降も引き続き幼稚園の課題として取り組み、引き続き子ども達が
安全且つ安心で充実した園生活を過ごせるように取り組んで欲しい。

７．財務状況

公認会計士より、適正に運営されていると認められている。

              

課  題 具体的な取り組み方法

１． 金岡二葉幼稚園の教育、保育内

容を知っていただくことで、家

庭と一緒に子どもの成長を育

む。

（可視化に取り組む）

・保育参加の実施

・ドキュメンテーション等を用いて発信する。

２． 幼小のスムーズな接続 ・年少・年中・年長 段階を踏まえた就学へ向け

た保育に取り組んでいく。

３． 園舎の環境整備 ・一部の手洗い場、トイレの改修


